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はじめに

1

２９年前の阪神淡路大震災で津知町は大きな被害を
受けました。町内の家屋が全て倒壊してしまい津知公園
にテント村が作られ、みんなで一緒に助け合って乗り越
えた経験がありました。しかし、２９年が経って当時の記
憶が薄れていき、そして経験されていない若い世代の
方々が増えてまいりました。

今年の正月に起こった「能登半島地震」のように再び
津知町内で起きないという保証はありません。
その為にも、あらゆる災害が起こっても対応出来る体制
を取っておく必要性を感じ、「芦屋市防災安全課」に相
談して今回の津知町地区防災計画書の策定支援をお
願い致しました。

「備えあれば憂いなし」と言われておりますように、万全
の対策を取る事がベストですが、自分で出来る範囲で
少しずつでも進めていける切っ掛けにして下さい。

津知町自主防災会 会長 吉野哲夫



「安心して暮らせるまち」

津知町は、津知町自治会を中心として、「安心して暮らせるまち」になること

を目標に「津知町地区防災計画」を作成します。

今回の計画は、震災等の自然災害に対する備えについて記しています。

在宅避難を基本としてその備えを確認します。令和６年度以降に取り組む

内容として、自主防災会が組織だった活動が出来るように組織力の強化を

はかる、災害時の情報連携（連絡体制の整備）の仕組みづくり、要配慮者支

援などを記し、順次整えていきます。

「自分の命は自分で守る」また「ご近所さんと共に生き延びる」ためにでき

ることをみんなで話し合い防災・減災活動に取り組む機運を高め、地区の

防災力向上につなげることをめざします。

今後は、他町との連携や隣接する神戸市との連携も模索して連携の広がり

を作っていきたいと考えています。

基本方針と活動目標

2
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対象とする
ハザード

風水害と地震

計画作成主体 「津知町自主防災会」が主体となって定める

計画の
対象範囲

津知町

計画の目標

①津知町被害想定を周知する
②津知町内の防災に役立つ箇所を確認する
③在宅避難の備え（自助）を確認する
④202４年度以降に実施が望まれる事項を確認する

本計画の評価
と見直し

２年に１回とし、自主防災会で見直しを実施後、自治
会総会（ ５月 ）で承認を得る

3

計画作成主体・対象範囲・目標・評価と見直し



１ 地区概況

【地区の特徴について】

津知町は、六甲山地の裾野を形成している山麓地域に位置する扇状地で、

東側に芦屋川が流れています。

まちは閑静な住宅地で、北側に国道２号、JR東海道本線、南側に阪神本

線、国道４３号が通っています。

地区の特性

４

台地･段丘
土地の成り立ち 周囲より階段状に高くなった平坦な土
地。周囲が侵食により削られて取り残されてできる。
この地形の自然災害リスク 河川氾濫のリスクはほとんど
ないが、河川との高さが小さい場合には注意。縁辺部の
斜面近くでは崖崩れに注意。地盤は良く、地震の揺れや
液状化のリスクは小さい。

扇状地
土地の成り立ち 山麓の谷の出口から扇状
に広がる緩やかな斜面。谷口からの氾濫に
よって運ばれた土砂が堆積してできる。
この地形の自然災害リスク 山地からの出水
による浸水や、谷口に近い場所では土石流
のリスクがある。比較的地盤は良いため、地
震の際には揺れにくい。下流部では液状化
のリスクがある。

天井川
土地の成り立ち 周囲の土地より河床が高い河
川。人工的な河川堤防が築かれることで、固定さ
れた河床に土砂が堆積してできる。
この地形の自然災害リスク ひとたび天井川の堤
防が決壊すれば、氾濫流が周辺に一気に拡がる
ため注意が必要。

重ねるハザードマップで確認してみましょう。

国土交通省の「重ねるハザードマップ」は、日本国内の災害リスクを総合的に把握し、地域の防災対策や災害リスクマネジメントを
支援するために開発されました。このマップでは、地震、洪水、土砂災害などの異なる災害リスク情報を一つの地図上に重ねて
表示し、地域全体のリスクを可視化します。



【今と昔の地図をくらべてみよう】

地区の特性

５

【まちの様子について】

阪神淡路大震災で大きな被害を経験し、地中のインフラ整備、区画整理

など大規模工事がなされ現在のまち並みになっています。震災後に移り住

んだ世帯が増え、まちの人口構成は比較的若い世帯が多くなっています。

自治会加入は６割程度です。阪神淡路大震災の際に、共助で乗り越えた

経験を活かし、となり近所の顔が見える関係が災害に備える一助になるこ

とを伝えることが課題の一つとなっています。

現在1945-1950年頃

時系列地形図閲覧サイト「今昔マップ on the web」 埼玉大学教育学部 谷 謙二（2000～2022年）



地区の特性
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２ ハザードマップ(水害）

このマップは、兵庫県が令和元年８月３０日に指定した想定しうる
最大規模の降雨（１２時間に降る雨が８１７ｍｍ想定）による
芦屋川、の洪水浸水想定区域に基づいて作成しています。

芦屋市洪水防災情報マップ（2021）より

凡例

【ご参考】

・あしや防災ネット
https://bosai.net/ashiya/

・芦屋市防災・減災情報
https://www.city.ashiya.lg.jp/
anshin/index.html

・スマートフォンやタブレット端末を使っ
て下記アプリを起動すると、自分が居る
場所に水が上がってきたときの様子
を体験できます。
東京海上日動火災保険
「災害体験AR」
https://www.tokiomarine-
nichido.co.jp/company/news/
2021bousai-ar.html



【参考】あしや防災ネットへの登録方法
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地区の特性

８

３ 防災マップ

防災まち歩きをし、
防災マップを作製しました。（2024.1.14）

凡例

津知川

傍示川

津知公園

日吉会館

水が溜まりやすい

津知中公園

津知緑道

津知南公園



計画が対象とする災害

９

１ 風水害

停滞前線による豪雨、雷雲の発達等による局地性豪雨、 台風による風水
害が考えられますが、津知町は北から南に向かって傾斜地になっており、水
がまちに滞留する可能性は低いと考えられます。水が溢れた時は、自宅等
の建物の2階以上に退避して安全を確保しましょう。

２ 震災

直下型地震（六甲・淡路島断層帯等）と南海トラフ巨大地震の両方に対
する被害想定があります。市民には、日頃からの地震への備えとして、避難
所や避難経路の確認、家具の固定、非常持出品の確認などが推奨されて
います。

活断層とは、第四紀（約２００万
年前）から現在までの間に動い
たとみなされ、将来も活動するこ
とが推定される断層のことです。

活断層

南海トラフ巨大地震



災害に対する備え等の現状
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地区防災計画作成ワークショップで、課題抽出のために

「災害に対する不安要素」と「取り組んでいる備蓄」について

たずねた集計結果は次の通りです。

2023.12.10 ワークショップの様子

【災害に対する不安要素】

【取り組んでいる備蓄】

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

水（飲料水）

お茶

生活用水（ペットボトル、エコ給湯）

非常食（インスタント食品、菓子類等）

カセットコンロ、ボンベ

紙類（トイレットペーパー、ティッシュペーパー）

ライト

電池、モバイルバッテリー

災害用トイレ

土のう袋

携帯食

ラジオ

米

紙皿

現金

タオル

防災セット（リュック）

0 5 10 15 20 25 30 35

地震時の家具

津波

高齢者（独居含む）の移動（屋内も含む）

避難先への移動（避難所が近くにない）

避難時の判断

火災時の対応（延焼防止、退避経路等）

水害（洪水時の浸水）

（％）

（％）



地区の課題と課題解決への取り組み

地区の課題
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・ 在宅避難をするための備えの啓発が必要である。

・ 自主防災会の組織力強化が必要である。

・ 町内での情報連携をより緊密にし、災害時要配慮者支援

にもさらに取り組んでいく

・ 担い手が見つかりにくい。

令和５年度の地区防災計画作成ワークショップから、次のような課題

があることがわかりました。

● 自主防災組織を整備する。

防災単位（ご近所の小さなグループ）などの検討も併せて行い

顔の見える関係を築く。

● 津知町内の情報連携（連絡体制）は、「情報連携ポイント」を中心

に整備し、インターネット、LINE、SNSが使える際には活用する。

● 在宅避難の備えについての啓発を行う。

● 在宅避難を基本とするが、自宅を離れる必要がある場合（立退き

避難）に備えて、非常持出袋を準備しておく。

課題解決への取り組み

2024.2.12 
ワークショップの様子
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課題解決への取り組み

● 避難の考え方について

津知町は、阪神・淡路大震災からの復興時に耐震化や不燃化が

進んでいるので、家屋倒壊や火災のリスクが少なくなっています。

そのため、自宅を離れる（立退き避難）必要がある場合を除いて、

自宅で避難生活を送る「在宅避難」に備えます。必要に応じて、最

寄りの指定避難所と連携することも念頭においておきましょう。

また、立退き避難に備えて、「非常持ち出し袋」を準備しておきま

しょう。
非常持ち出し袋
何を持ったらいいのかなぁ

選ぶ目安って
あるのかなぁ

非常持ち出しするものを選ぶときは、
あなたが避難している間に「ないと困る物」
を選びましょう。

自然災害はいろいろあります。あなたが備えるべき災害を調べて
必要な退避時間を予想しましょう。
一般的な時間として、２４時間（１日）分は想定しておきましょう。

今から２４時間前までのあなたの行動を思い出してみましょう。
どんなものを触りましたか？どこで、何をしましたか？

一度でも触れたものは、おそらく
あなたにとって「ないと困る物」でしょう。

手始めに



13

課題解決への取り組み

● 在宅避難の備えについて（備蓄）

7日間の水の確保を！
ひとり1日３ℓ×7日＝２１ℓ
２１ℓ×家族人数＝○○ℓ

生活用水の確保も

災害用トイレの備蓄

ごみ処理の事も考えて
分別しましょう

最新の処方箋を
スマホで記録

薬の備蓄

次に飲む薬は
身に着けましょう

あかりの確保

モバイルバッテリーは
フル充電しておきましょう

あなたの「ないと困る物」を書き出してみましょう。

あなたの非常持出品リストのできあがりです。

次に

「あなたの非常持出品リスト」をもとにグッズを探してみましょう。

ポイント １ コンパクト、軽い
２ 何通りも使い道がある

いよいよ

「あなたの非常持出品リスト」を再点検してみましょう。

飲料水、あなたのために処方された薬、携帯トイレ、LEDライト、
モバイルバッテリー、小銭、家の鍵、あなたの大切な番号メモ
などは準備しておきましょう。

仕上げに

ひとり1日15ℓ

「お薬手帳アプリ」も活用できます
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課題解決への取り組み

● 電気火災の予防

コンセントのトラッキング現象による火災防止のために
1年に１回はコンセント周りの掃除をしましょう。

● 在宅避難の備えについて（家具固定）

３点どめのすすめ

家具転倒防止グッズを
つかった固定①②に加えて
隙間を埋める方法③も
併せて使うと効果があがります。

③部分には、軽くて丈夫な物や、
市販の突っ張り棒をお使いください。

①

②

③
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課題解決への取り組み

● 自主防災組織の組織力強化と災害時情報連携体制の充実

津知町では、災害時の芦屋市からの情報は町内に7つある掲示板を

活用して住民に発信します。（8頁防災マップ参照）

住民の安否確認情報やまちの被害情報は、自主防災組織のネットワーク

を活用して、自治会長に集約後、芦屋市に連携します。

防災組織および連絡体制（ネットワーク）の整備は、自治会活動の区・班

を有効活用し、既存の枠組みでできることを工夫し、令和6年度以降に

順次整えていきます。

【情報連携のイメージ図】

また、自治会のSNSアカウントを作り、平常時から情報発信して自治

会内のコミュニケーションをはかることが非常時にも役立つと考え、そう

いった活動にも取り組みます。

スマートフォンやインターネットが使えない方については、今まで通り

顔の見える対面での声掛け等を行い、どなたにも情報発信できるよう

にします。
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● 要配慮者支援の取り組み

住民相互の助け合いの取り組みとして、災害時に手助けが必要な方々の

支援の取り組みを検討します。

要配慮者、避難行動要支援者とは。

高齢者、障がい者、乳幼児、妊産婦、傷病者、日本語が不自由な外国人といった

災害時に配慮が必要な人。（災害時には、誰もが要配慮者になる可能性があります）

また、要配慮者のうち自力での避難が困難で、特に支援を要する人。（避難行動要支

援者）

このような方々は、平常時における日常生活においても配慮を要しますが、災害発生

時のようにライフラインの停止などが発生するとより生活が困難になります。

地域コミュニティにおける平常時の活動において、これらの方々と接点を持ち、事前

に把握し、災害時の避難の要否や救助の要否など広く周知しておくことが重要です。

要配慮者や避難行動要支援者の安否確認は、自主防災会が組織とし

て対応する方向で検討します。そのために、日頃から顔の見える関係を

築いて非常時に役立てます。自治会費集金の際に要配慮者（下記 説明

参照）の情報を集め、住民相互の助け合いに繋げることも検討します。

今後の取り組み
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● 災害時の行動および情報連携の流れ（概要）

① 自分・家族の安全確保

② 近所（防災単位）で相互に安否確認

③ 情報連携ポイントに安否確認の情報・まちの状況を持ち寄る

④ 情報連携ポイントで安否確認の情報・まちの状況を整理

⑥ 必要ならば 避難誘導

⑦ 指定避難所等に避難

⑤ 在宅避難

初
期
消
火
活
動
・
救
出
救
助
活
動

避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
の
実
施

今後の取り組み



おわりに
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1995年に起こった「阪神大震災」では、津知町内で5６名
の方が亡くなられました。また、建物の被害も大きく無事だっ
た建物はありませんでした。
絶望の中、被災者同士が協力しあい、津知公園にテント村
を作り、助け合って乗り越えてきましたが、これには、日頃から
の町内会活動と、ご近所同士顔の見える関係であったこと
の寄与が大きいと思います。
その後、区画整理事業を経て、津知町はきれいで災害に強
い街並みを作り上げました。
区画整理では10年近い歳月と換地など、住民の負担も必
要でしたが、そのおかげで今の津知町があります。
震災を経験した人が減る中、先人達が作った街とコミュニ
ティーを後世に継承し、同様の災害があった場合に、犠牲者
を出さないために地区防災計画の作成に臨みました。

今回作成した地区防災計画は、この先の取り組みについて、
指針を示したもので、これで完成したわけではありません。
今後、時々の状況に応じて定期的に見直しを図ります。
私たちを取り巻く、社会状況も変わりつつありますが、「困っ
たときはお互いさま」で助け合う関係は、いつも共助の基本
だと思います。
ひとりひとりが自分のできる範囲で助け合い、協力しあえる
関係を今後も維持し、災害時に一人の犠牲者も出さないた
めに、この地区防災計画を活用していただけたらと思います。

津知町自主防災会 飯塚 健
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